合掌造り家屋の建築

典型的な合掌造りの家屋は、2つのはっきり区別されたスペースからなる。人々が暮らす1階と、その上にある多層構造の屋根裏で、ここは伝統的に養蚕に利用され、急な角度の三角屋根で覆われている。1階の構造は、屋根の棟と並行に走る建物中央の大きな柱につながる大きな梁で支えられている。この中央の梁に直角に、壁の柱に支えられた追加の梁があります。この基本的な構造は、居住スペースを減らす形で部屋の中に柱を立てる必要のないもので、日本の伝統的農家建築に典型的です。それに対して合掌造りの屋根の構造は、庄川の流れる谷に独特のもので、全く釘を使わずに作られています。屋根の三角形はその枠となっている太い丸太で作られており、丸太のそれぞれのペアは1階上部に設置され三角の下部を構成する水平の梁に掘られた溝に立っています。

これらの丸太が、藁の縄やマンサクの若木でできた紐（ネソ）で結び合わされた屋根の梁や細い垂木のネットワークを支えています。新鮮なネソを使うことが重要であります。なぜならそうすれば結び目が素材の乾燥と共により固く縛られることになるからです。縄とネソは、20年から30年ごとに屋根を葺き替える時に交換されます。

合掌造りの家の特徴的な屋根の構造のため、合掌造りの家屋はこのままでは風や地震などによる水平方向の振動に弱いです。この弱点に対応するため、合掌造りの屋根には水平方向の圧力に備えるため追加で斜め方向にも梁が渡されています。加えて、白川郷のほとんどの合掌造りの家屋は、切妻が北と南を向いて作られています。これは部分的には、庄川の流れる谷に大抵北か南から吹いてくる強風に備えるためです。

